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大 阪大 学 看 護 学雑 誌Vbl.20No.1(2014)

一新 任 特 集一

就任のご挨拶

2013年4月 付 けで看護 実践開発科学講座 の教授 として就任致 しま した.大 阪大学には2005年 秋 よ

りお世話 になってまい りま した.こ の間,昨 年退官 され ま した荻野先生,阿 曽先生,三 上先生は じめ

多 くの先生方にお世話 にな りま した.特 に私 の研 究領域である精神保健看護学は,私 を含め2名 の教

員 で運営 していたため,医 学研究科 の武 田先生には,精 神 医学に関 して多 くの ご協力を現在 も頂いて

いるところです.

精神保健看護学 とい う領域 に私が関心を持ったのは,大 学時代 に出会 った恩師の影響が大 きくあ り

ます.「 私」がままな らず,「 私」を持てあま していた私 は,看 護す ることに向き合 うことがで きずに

いま した.私 の視点は,「 私」に向いていて,患 者 さんに向 くことが困難だったわけです.そ の よ うな

中,ち ょ うど私が大学4年 の時,日 本看護協会会長 をされた見藤 隆子先生,そ して産業カ ウンセラー

の上級指導者である横 田碧先生 とい う,ベ テ ランのカ ウンセ ラー から指導を受 ける機会 を得 ました.

大学時代,私 はお二人か ら話 を聴いていただ くとい う体験を通 して,「人の話を聴 く」とは どうい うこ

とかを学びま した.こ れが援助 をす るときの私の原点になっています.

大学卒業後,保 健師,看 護師 として仕事 をした ときに,改 めて理論の大切 さに気づきま した.こ れ

には,ナ イチ ンゲール を基礎 とした看護理論家である薄井坦子先生の影響が大き くあ ります.現 場 は

いつ も,「 看護 とは何か」 「何 をす ることが看護 した ことになるのか」 を私に問いか けてきます.そ の

たびに立 ち戻ったのが看護理論であ り,具 体 と抽象を上 り下 りす る思考のあ り方で した.

私 は,途 中,看 護 とは別の道 を進んだ こともあ ります.別 の領域を知 ることで,改 めて看護の独 自

性 を理解 したよ うに思います.看 護 とい う素晴 らしい人間の営みに縁があった ことに感謝 しつつ も,

その営み を伝 えられ る立場にいるとい うことを,重 く受 け止めています.

研究では,看 護 とい う複雑 な事象を扱 うにあたって,必 然的に質的な研究 に関心が向くことにな り

ま した.さ まざまな変数 が絡み合 うのが臨床現場であ り,そ の中で看護 師は,患 者 さんに とってその

時 もっともよい と思われ る方法 を判 断 し選び取っていきます.で すか ら私は,変 数に切 り分 けるので

はな く,現 場で生 じる事象そのままに,実 践の文脈 に潜 むあ り方やパ ターンを見出す ことに関心があ

ります.

現在は,精 神看護の領域では これまであま り関心が向 けられてこなか った,「 身体」か ら入 るアプロ

ーチに関心があ ります.看 護 師がそれ を意識 して用いる ことによって,ど のよ うにケアが変化 し,ひ

いてはそれが,ど のよ うに患者 さんの力につながってい くか とい うことを明 らかにしよ うとしていま

す.看 護 がな しえるのは,変 化す る環境に とどま りなが らも何千年 と生き続 ける木のよ うに,患 者 さ

ん 自身が,自 身 を守っていける 自然治癒力 をいかに助 けるかだ と考えています.

教育,研 究,社 会貢献 と未熟 な点が多々あ りますが,精 進 してまい りたい と思います.今 後 ともな

お一層の ご指導,ご 鞭撻 のほ ど,ど うぞよろしくお願 い申 し上げます.

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

統合保健看護科学分野 看護実践開発科学講座

遠 藤 淑 美 
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一新 任 特 集一

保健学科に赴任 して

平成25年4月1日 付 けで大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻 総合ヘルスプ ロモーション科学講

座 の教授に就任いた しま した。私は保健学科赴任前に医学科の老年 ・腎臓内科 に所属 してお りま して、

当研究室の先代教授 である三上 洋先生は医局の大先輩にあた ります。三上先生は数多 くの優秀な医療

専門職 を育成 し、介護保険や高齢者 医療 の研究で多 くの業績を残 され ました。研 究室の伝統を継承 し、

さらに発展 させ るべ くしっか りと精進 してい く所存でございます。

私は平成2年 に高知医科大学を卒業後、老年 医学に興味があ りま したので 当時、荻原俊男先生が主宰す

る大阪大学医学部老年病医学講座 に入局いた しました。阪大病院、大阪府立成人病セ ンター第1内 科(循

環器 内科)で 臨床研修 を行 った後、高血圧研究室で心肥大や動脈硬化な ど高血圧合併症の成因に関わ る

研究に従事いた しま した。 さらにその基礎的なメカニズムを追求す るために米国UCLAに3年 間留学い

た しました。 帰国後は当時 ミレニアムゲ ノム ・プロジェク トが開始 されていた国立循環器病研究セ ンタ

ー 高血圧 ・腎臓内科 に赴任 し
、臨床 を行 う傍 ら、遺伝子解析研究 グループのサブ リーダー として研 究

所の先生方 と共同で新規高血圧関連遺伝素因を複数明 らかにいたしま した。平成21年 に樂木宏実教授の

老年 ・腎臓 内科学講座に帰局 し、健康長 寿の要因を解明す るため、大阪大学人間科学部、歯学部の先生

方 と共同で高齢者 を対象 に した長期縦断研究 を開始 しま した。本研究は今後の高齢者医療の 目指す方 向

性や 自立 した健康長寿の高齢者 を増やす こ とにつながるエ ビデ ンスを多 く出せ る可能性のある研究 と考

えてお ります。

今後、保健学専攻 で私が行 うべ きことは、我が国の医療において中心的な役割を担 っていく医療専門職

を育成 し、超 高齢社会における医療 の進歩 に貢献できる研究を行ってい くことに尽 きる と考 えています。

赴任 してよ うや く8カ 月が経 った ところですが、保健学科にはすば らしくモチベーシ ョンが高 く優秀 な

教員の先生方、そ して真面 目でや る気 にあふれた大学院生や学部学生がた くさんお られます。 このよ う

な皆 さんと大 きな成果 を阪大保健学科か ら世界 に発信 して行 きたい と思っています。

そのよ うに意気込んでお りますが、看護の領域で教育や研 究を行 うのはこちらに来て初めてです。まだ

まだわか らないことも数多 くあ りますので看護 の先生方には何 とぞ ご指導、 ご鞭撻 を賜 ります よ う心 よ

りお願い申 し上げます。

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

統合保健看護科学分野 総合ヘルスプロモーション科学講座

神 出 計 
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一新 任 特 集一

妊孕世代の女性の健康支援を目指 して

2013年4月 に生命育成看護科学講座 に着任致 しま した。

私 は、助産師 として東京都内の大学病院の産科病棟 と新生児集 中治療室 で周産期医療に携 さわった

後、オース トラリアのニューサ ウス ウェール ズ州に位置す るウー ロンゴン大学大学院修士課程で助産

学を学びま した。在学中は外来 ・病棟実習、20例 の分娩介助実習、在宅実習を通 して、 日豪間の周産

期 医療の違いを体験す る機会 を得ま した。留学 当時の90年 代の帝王切 開の術後管理を例に挙 げると、

2日 間の絶対安静、約10日 間の入院が 日本 のスタンダー ドで した。一方 、オース トラ リアでは術後2

時間で シャワー浴、72時 間以内で退院 とい う超スピーデ ィーな管理が されていました。また、今 でこ

そ 日本で も助産師外来、院内助産院等が開設 され、助産師の専門性 が発揮で きる場 が提供 されていま

すが、オー ス トラ リアでは既 に正常経過の妊産婦に限 り、妊婦健診 、分娩管理 が助産師のみで行 われ

ていま した。繊細 さに欠けるオー ジーのケアに驚 くこ とも度々あ りま したが、「Welcometotheworld!」

と言って、幸せそ うに赤ちゃんを取 り上げ るオージー助産師の姿は忘れ られない思い出となっていま

す。 臨地実習を通 して確信 したことは、 日本 の看護は診断力、実践力、ケアの質共に世界で も十分通

用す る!と い うことで した。

帰国後は東京大学大学院国際保健学専攻 の修士 ・博士課程で研究 の基礎 を学び直 しま した。大学院

では ライフワー クとなる 「成人病胎児期発症説か らみる周産期 管理」 とい うテーマに出会い、次世代

の健康 を規定す る因子 を疫学調査、動物実験か ら探 りま した。教室では 「とことん考 えて、 とこ とん

議論す る!」 が鉄則 で、常 に探求心を持 って、意見をぶつけ合 い、研究成果 を世界 に発信するこ との

大切 さを学んだ5年 間で した。

本学 着任後、ウィメンズヘル ス科学教室を立ち上げま した。本教室の使命 は、次世代 の健康 を担 う

妊孕世代 の女性の健康支援です。近年、妊孕世代の女性は、やせ、低栄養 、性感染症 、晩産化 、不妊 ・

不育症 と多 くの健康課題 を抱えています。 これ らの課題は 自身 の健康 のみな らず、次世代への健康 に

も大き く影響を及ぼ します。 そのため、妊娠前か らの健康な体づ くりが重要 と考えます。 ライフステ

ージ各期 の健康課題 を女性 自身が認識 し
、心身の健康 の保持 ・増進 を図るための自己管理能力の向上

を最終 ゴール とし、助産学、母子保健学の向上に寄与 できる研 究に取 り組んで参 ります。 ご指導 ご鞭

撻のほ どよろしくお願い申し上げます。

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

生命育成看護科学講座 ウィメンズヘルス科学教室

渡 邊 浩 子 
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